
23 聖書研究のヒント 

 
 

１ 多様性を認める 

 演繹法 帰納法 セミナー形式 サロン形式など 

 
２ 良く準備をする 

 ○ノートを作れば、専門的知識の蓄積ができる。 

 ○余裕が持てる。感動の共有 聴くことができる（話しすぎない）。 

 ○相手の土俵で展開できる。  
○礼を尽せる。 

・適度の緊張感と満足感が得られる（来て得したと思われる）。 
・準備されていないことはすぐに見破られる（時間がもったいないと思われる）。 

○先の見通しのある聖書研究は安心感と期待感を与える。 
○質問に答える聖書研究は続かない。 
 

３ P（potential）＋W（word）＋C（communication）＝E（evangelize） 

P．霊的感化力を高めておく。 
ディボーション、聖書、証しの書、人との接触、健康管理、家庭、楽しみ 

W．聖書・証しの書・注解書・インターネット準備を怠らない。 
C．相手を知る。相手を喜ぶ。楽しむ。 
 

４ 聖書研究の要素 

 ○相手を知る。 
 ○共感する。 
○与える（相手の持っていないものを与える）。 
○感動を共有する。 
○一緒に考える。 
○発見させる。 
○楽しむ（遊びを入れる）。 

 ○逃がす（追い詰めない）。 
 ○相手を愛する。 

 ○共に祈る 
 
「あなたは、自分もまた傷を負っていることを見出すだろう。そのとき、わたしが

世の罪を取り除く神の小羊であることをあなたは知るだろう」。 
「私は貧しいので何をしたらよいかわからず、何もしてあげられません。しかし、

このことは知っていてください。私は心であなたと共にいて、あなたのことを思い

続けます。私は心であなたを支え、あなたと共に祈ります。私自身はとても弱く、

何もしてあげられませんが、あなたを心にかけていることだけは知っていてくださ

い」（ジャン・バニエ『小さき者からの光』）。 
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